
 

１ 横浜市旧上瀬谷通信施設地区活用事業審査委員会 

（１）開催状況 

保留地等の事業提案を公募し、郊外部の新たな活性化拠点の形成を推進する事業の適正

な実施を図るため、横浜市旧上瀬谷通信施設地区活用事業審査委員会（以下「審査委員

会」）を設置し、11 月に第１回の審査委員会を開催しました。 

 

    【参考１】委員名簿（五十音順・敬称略、◎：委員長 〇：副委員長） 

分野 氏名 現職等 

景観 岩村 和夫 東京都市大学 名誉教授 

観光 楓   千里 國學院大學 観光まちづくり学部 観光まちづくり学科 教授 

都市計画 ◎ 岸井 隆幸 一般財団法人 計量計画研究所 代表理事 

法務 佐藤 麻子 弁護士法人 R＆G 横浜法律事務所 

緑 竹内 智子 千葉大学 大学院 園芸学研究院 准教授 

環境・農業 〇 村上 暁信 筑波大学 システム情報系 教授 

金融・経済 山口 直也 青山学院大学 大学院 会計プロフェッション研究科 教授 
 

【参考２】第１回審査委員会概要 

開催日時 議題 

令和４年 11 月 16 日 １ 委員長の選出等 

２ 委員会の運営について 

３ 旧上瀬谷通信施設地区活用事業について 

４ その他 

  

（２）旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザインノート（「別紙」参照） 

旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画（令和２年３月策定）をより具体化し、観光・賑わ

い地区の事業者公募において、地区全体で目指す姿を提案者にメッセージとして示すこと

で、質の高い提案を引き出し、より良い土地利用を誘導することを目的に、旧上瀬谷通信

施設土地利用基本計画デザインノート（以下、「デザインノート」）を策定することとし、

（案）として取りまとめました。 

今後、デザインノート（案）の市民意見募集を行うとともに、審査委員会や市会のご意

見等も踏まえ、策定・公表していく予定です。なお、デザインノートについては、募集要

項の付属資料として公表する予定です。 

 

（３）観光・賑わい地区の事業提案募集スケジュール（予定） 

R4 年 12 月  デザインノート（案）市民意見募集 

（12/21～1/20） 

第２回審査委員会開催（12/22） 

  R5 年２月   第３回審査委員会開催 

        募集要項・デザインノート公表、事業提案募集 

 R5 年夏頃   事業予定者の決定 

 

 

２ 土地区画整理事業の進捗状況 

  令和４年 10 月５日に、市施行による土

地区画整理事業について事業計画決定し

ました。 

  また、土地区画整理事業区域内道路及

び周辺道路の一部に係る都市計画手続に

着手し、11 月に市素案説明会をオンライ

ン及び旭区・瀬谷区内の会場で開催しま

した。 

引き続き、地権者の皆様との仮換地に向

けた調整や、都市計画手続等を進めていく

とともに、今後、工事に着手していきます。 

本格工事着手に向けて、安全を期すため

に、汚染土壌の除去等や地中障害物の調査

を実施します。 

 

 

 

 

【参考３】今後のスケジュール（予定） 

年度 令和４ 令和５～８ 令和９ 令和 10～15 令和 16～20 

事業 

予定 

     

      

 

※地権者調整、都市計画手続に伴い、事業計画変更を予定しています。 

旧上瀬谷通信施設における基盤整備及び国際園芸博覧会の開催に向けた取組状況について
建築・都市整備・道路委員会 

令 和 ４ 年 1 2 月 2 0 日 
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３ ２０２７年国際園芸博覧会基本計画について 

（１）意見募集の経緯について 

博覧会協会は、国際園芸博覧会の基本計画案について、令和４年７月 24 日に公表し、同日

から 1か月間、意見募集を博覧会協会のＨＰで行いました。 

 

（２）意見募集結果について 

意見総数 387 件（投稿数：299 通） ※主な意見：右表参照 

 

（３）基本計画のとりまとめについて 

基本計画については、現在、博覧会協会において、意見募集の結果を参考とし、あわせて有

識者からも意見をいただきながら、最終的な取りまとめを行っています。 

基本計画の公表については、博覧会協会において、必要な手続きを経た上で、１月上旬に意

見募集でいただいた意見への回答とともに行われる予定です。 

 

４ BIE 認定について 

11 月 28 日にフランスで開催された BIE（博覧

会国際事務局）総会において、２０２７年国際園

芸博覧会が国際条約に基づく国際博覧会として

認定されました。 

これにより、令和元年の AIPH からの承認と合

わせて、Ａ１クラスでの国際園芸博覧会の開催が

正式に決定しました。 

 

 

【参考４】国際博覧会と国際園芸博覧会の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《基本計画案への主な意見》 

会場での取組について  43 件 

・体験型のエリアを多くしてほしい。大人も子供も楽しめるアトラクションを期待する。 

・最先端技術を採用した資源の循環を体現した取組を実施して欲しい。 

・会場エリアは市内でも昆虫や植物の宝庫であり、在来の生き物サンクチュアリーを区域として設

けて欲しい。 

・園芸博覧会であるのだから、暑さ対策の主役は植物であるべき。木陰を十分に作ることや、多様な

グリーンカーテンや施設の壁面緑化などに力を注ぐべき。 

自然環境の保全について 37 件 

・計画段階から、地域の自然地形、それを形成している樹木などをできるだけ活かした会場づくり

をすべき。 

・橫浜・瀬谷の海軍道路の桜並木の伐採は花博の趣旨 SDGs に反し、多くの市民が親しんできた貴重

な自然環境を破壊するもので反対。旧上瀬谷通信施設跡地の現在の自然環境を保全し、上瀬谷の

豊かな自然を生かしたまちづくりをすべき。 

・川を暗渠化し谷戸を埋め立て、そこに生きる動植物の生息環境を奪い、種の多様性を喪失させ、庭

園を作ることが持続可能な街づくりの姿なのか疑問である。 

事業コンテンツについて 25 件 

・自然をテクノロジーで表現するプログラムは、例えば日中に会場全体にかかる大きな虹を創出し

たり、夜は花をテーマにしたイルミネーションを充実させ、昼と夜両方を楽しめるコンテンツを

作る必要がある。 

・一過性で終わらない、体験やプロセスを重視したワークショップが出来ると良い。（蚕、コンポス

ト、押し花、野点） 

交通渋滞対策について  25 件 

・会場付近の道路は一車線しかなく、現在でも渋滞しているところが多い。周辺住民の生活に支障

のないよう、会場周辺の一般道路も計画的に整備してほしい。 

・輸送計画については地域の方の理解を得ながら検討を進めてほしい。 

来場者数について    22 件 

・有料入場者数 1000 万人を可能とする根拠が薄く、過大である。 

・開催期間が 3 月〜9 月の半年とのことであるが、本日も猛暑日予報、期間中の三分の一が 7 月 8

月、これだけの入場者数が見込めると思えない。 

庭園・展示について   22 件 

・一時たりとも花を絶やさない。会場全体がガーデンネックレス状態になってこそ横浜の庭です。 

・季節の花だけでなく、日本各地の花が見られるように植栽を行う。北海道から沖縄まで、その土地

特有の植物が見られるようにする（期間限定でいい）。 

・どんな植物を見せてくれるのか、具体的なことを書くべきです。つまらないお土産屋ではなく、花

と緑を満喫させて下さい。全国、全世界に花と緑を好きな人はたくさんいます。こんな世相だか

らこその博覧会にして下さい。家族で楽しみたいと思います。 

レガシー計画について  22 件 

・博覧会後も緑豊かな景色が広がっているとよいと思います。 

・植物の保護、維持のコストを考えると宿根草等を使ったガーデンを見てみたいです。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

令和４（2022）年度 基本計画・意見及び回答公表、開催 1500 日前イベント、開催４年前イベント 

令和５（2023） 

～令和６（2024）年度 

公式キャラクター発表、 

展示・出展参加者募集、会場整備着工 

令和７（2025） 

～令和８（2026）年度 

行催事参加者募集、チケットプロモーション、 

公式ガイドブック発行、国際園芸博覧会開催（令和 9 年(2027 年)3/19～） 

令和９（2027）年度 国際園芸博覧会開催（～9/26） 

 

BIE 旗の引渡セレモニーの様子 



上瀬谷 デザインノート 🔍🔍

◆電子申請システム
都市整備局上瀬谷整備推進課市民意見募集WEB ページに掲載の電⼦申請システムもしくは
右記QRコードから申請ください。
※メンテナンス時間中（不定期）は、御利用いただけません。

◆郵送
下のハガキを切り離してご使用ください。 ※2023（令和５）年１月20日消印まで有効です。

◆FAX
都市整備局上瀬谷整備推進課（045-550-4098）までお送りください。

◆持参
都市整備局上瀬谷整備推進課（市庁舎29階）までお持ちください。
受付時間：午前８時45分～午後５時
（土日祝日、年末年始（12月29日～１月３日）を除く）
※期間外のご意見は受け付けられませんのでご了承ください。

＜本編の閲覧⽅法＞
○都市整備局上瀬谷整備推進課市民意見募集WEB ページ
○各区役所広報相談係、市⺠情報センター（市庁舎３階）

[注意事項]
○ご意見に対する本市の考え方は、後日、都市整備局上瀬谷整備推進課WEBページで公表します。
○ご意見への個別の回答は行いません。また、ご意見を正確に把握する必要があるため、電話や口頭でのご意見の
受付は行いませんので、あらかじめご了承ください。

○いただいたご意見の内容は、氏名、住所、FAX番号などの個人情報を除き、公表する可能性があります。
○ご意見に付記いただいた個人情報は「横浜市個人情報の保護に関する条例」の規定に従い適正に管理し、ご意見
の内容に不明な点がある場合等の連絡・確認の目的に限って利用します。

■本地区のデザインの考え方

旧上瀬谷通信施設地区のポテンシャル

本地区の持つ自然環境を
受け継ぎ、価値を高める

ポテンシャルを活かした
新しい価値を生み出す

・緑の10大拠点としての緑を
活かしたグリーンインフラ

・現在の地形を活かした景観
形成

など

継承する価値 新たにつくる価値

・地域資源と融合した次世代に
向けた観光賑わい施設

・まちと支えあう高付加価値な
物流施設

など

農
業

自
然

立
地

「持続可能な都市モデル」を創出

■旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザインノートとは

旧上瀬谷通信施設は、2015（平成27）年6月に返還された米軍施設跡地であ
り、民有地、国有地、市有地をあわせ、約242ヘクタールに及ぶ首都圏におい
ても大変貴重な広大な土地です。
旧上瀬谷通信施設地区(以下「本地区」)において、国際園芸博覧会の開催を

契機として、豊かな環境と共生した新たな活性化拠点を形成するなど、郊外部
の新たな価値を創造し、横浜の未来につながるまちづくりを進めます。
そこで、2020（令和2）年３月に策定した「旧上瀬谷通信施設土地利用基本

計画」をより具体化し、「観光・賑わい地区」の事業者公募において、「地区
全体で目指す姿」を提案者にメッセージとして示すことで、質の高い提案を引
き出し、より良い土地利用を誘導することを目的として、「旧上瀬谷通信施設
土地利用基本計画デザインノート」（以下「デザインノート」）を策定します。

旧上瀬谷通信施設地区のデザインの考え方
■ 本地区のまちづくりに期待される効果

【旧上瀬谷通信施設地区及び周辺への効果】
○グリーンインフラを活用することにより、緑の10大拠
点としての環境を継承
○観光・賑わい地区のテーマパークなど集客施設の整備
等、次世代に向けた土地利用による地域経済への波及

○地区周辺も含めた利便性・防災性の向上や、身近な自
然や賑わい創出等による地域社会・コミュニティへの
好影響

○周辺住民をはじめとする市民のまちへの誇りや愛着の
醸成

【広域的な効果】
○全国からの物資・来街者・
情報が行き交う大規模な
物流・賑わい拠点

○先進的な取組を誘導し
新たな持続可能な都市モデル
としての発信拠点

まちづくりによって「ポテンシャル」を高め、
旧上瀬谷通信施設地区の価値を最大化することで

豊かな環境を活かした郊外部の新たな活性化拠点を形成

旧上瀬谷通信施設
土地利用基本計画
デザインノート

今回策定
旧上瀬谷通信施設
土地利用基本計画

デザインプラン（仮称）

旧上瀬谷通信施設
地区の

新たなまちづくり

公
募
・
選
定

【新たな活性化拠点について】
◎都心臨海部との相乗効果を図り、横浜市全体の活性化
を促す郊外部の新たな活性化拠点

今後の流れ

＜令和４年12月21日～令和５年１月20日＞
｢旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画
デザインノート(案)｣の市民意見募集

横浜市旧上瀬谷通信施設地区活用事業審査委員会
による審議など

観光・賑わい地区事業予定者の決定

事業者公募開始

観光・賑わい
地区

募集要項
＋

【添付資料】
旧上瀬谷通信施設土地利用
基本計画デザインノート

観光・賑わい地区事業者公募締切

発行：2022（令和４）年12月
【お問い合わせ・窓口】
横浜市都市整備局上瀬谷整備推進課（市庁舎29階）
〒231-0005横浜市中区本町6-50-10
電話：045-671-2061 FAX：045-550-4098

ご意見の提出方法 下記のいずれかの方法にて、ご提出ください。

【FAX・持参について】
様式は特に定めていませんが、
①お住まい②年齢③本件に関する意見
の３点をご記入ください。
また、具体的なページや項目名など、ど
の部分に関連する意見かが分かるように
ご記入ください。
（例：P.○○の○○について、～～）

市民意見募集ＷＥＢページ

電子申請システム

本編 P.2

本編 P.6

本編 P.7

『旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザインノート(案)』
について

市民の皆様からのご意見を募集します

募集期間：令和4年12月21日(水)～令和5年1月20日(金)

２３１－８７９０

0 0 5

料金受取人払郵便

差出有効期間
令和5年

1月20日まで
(郵便切手不要)

横浜市中区本町6-50-10

横浜市都市整備局
上瀬谷整備推進課 行

■お住まい
横浜市内（ ）区 ・ 市外

■年齢
20歳未満 20代 30代 40代
50代 60代 70代 80歳以上

－よろしければ、あなたの情報をご記入ください－

郵便はがき

横浜港局
承認

8514

✂ 切り取り

技術・情報
の発信

注目・
人の流れ

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kdesignnote.html
00991078
テキストボックス
別 紙



観光・賑わい地区

テーマパークを核とした複合的な集客施設が立地し、国内外から人を呼び込み、エ
リアブランディングの中心的存在となる観光と賑わい拠点の形成が期待されます。
地区のポテンシャルを活かしながら、新たな価値を生み出す次世代に向けた

テーマパークや地域環境の創出、ヒト・モノ・コトが行き交い、地域経済を活性
化させ、その効果を横浜市全域や日本各地に広げる、新たな横浜の拠点の形成が
期待されます。また、国際園芸博覧会の開催を契機としたまちづくりのレガシー
の継承・発展も重要となります。

●日本が持つ文化や技術、地域資源
が融合した次世代に向けたテーマ
パーク
●来街者が何度も訪れたくなる心に
残る風景とエリアブランディング
●ヒト・モノ・コトが行き交い、経済
が活性化する、新たな横浜の拠点形成
●市域・周辺地域の防災力向上に
資する機能強化

公園・防災地区

緑の10大拠点「川井・矢指・上瀬谷地区」の一部であるとともに、国際園芸博
覧会のレガシーを継承・発信する拠点として、魅力的な水と緑の環境を整備します。
また、上瀬谷の記憶とともに次世代に引き継ぐ新たな緑を創出し、花や農をテー

マに多様なライフスタイルを実践発信できる自然レクリエーション空間とします。
広大・平坦な土地と広域的な交通利便性を活かし、広域応援活動拠点や広域避難

場所としての機能を形成します。

※公園部分の計画については、「(仮称)旧上瀬谷通信施設公園基本
計画(案)」を参照ください。

物流地区

東名⾼速道路等との近接性を活かし、⾃動運転トラックや後続⾞無⼈隊列⾛⾏
等の最先端技術の導⼊や本市で検討中の新たなインターチェンジと直結すること
で効率的な国内物流を展開する基幹物流拠点の形成が期待されます。
物流地区は、物流関係以外の来街者にとっても自動車交通の入口となるため、

まとまりのある緑量の確保、視認性の高い緑化の効果的な配置により緑豊かな風
景を再構築することが望まれます。
●まちと支え合う次世代物流拠点の形成
●高付加価値な新たな物流の実現
●周辺や環境に配慮したグリーンインフラ・脱炭素への取組
●災害時の円滑・確実な物流

農業振興地区

畑地かんがい施設の整備等を進め、地域の農業生産力を高めていきます。
さらに、都市と農のバランスの取れた郊外部の拠点となるまちづくりを実現さ

せるため、これまでの歴史ある農業も継承しつつ、新たに大学や企業とも連携を
図ることにより、新たな都市農業のモデルを確立させ、横浜市内外への情報や技
術の発信拠点を形成します。
●「持続可能な都市農業モデル」の確立を目指した多様な主体との連携
●周辺地区と連携した農の魅力の発信拠点の形成
●新規就農者や担い手の育成・支援

居心地がよく歩きたくなる環境と

様々な交通のネットワーク
○区域内の地区間をつなぐ道路空間を上瀬谷のイメージ
形成にも寄与する景観の軸と考え、快適で魅力的な歩
行者空間の形成が期待
されます。

○区域外の施設や市民の
森等をつなぐ歩行者・
自転車ネットワークの
形成が期待されます。

○来街者が利用できる
様々な交通手段の導入
が期待されます。

応援部隊・救援物資

市内の各拠点等に展開

各地区に求めるデザインのイメージ 旧上瀬谷通信施設地区全体で取り組むデザインテーマ

物流地区

観光・賑わい地区

農業振興
地区

公園・防災地区

農業振興
地区

公民連携による境界のデザイン

○土地利用の異なる４つの地区が連携して
まちづくりを進めていく中では、地区間の
つながりを創出する境界のデザインを丁寧
に進めることが重要です。
【例】道路空間と一体となった景観及び歩行者空
間を形成

様々な機能・事業者等により相乗効果

を発揮するエリアマネジメント

○地区内の事業者等が、地区全体の価値向上のた
めに相互に連携し相乗効果を発揮するためのエ
リアマネジメントを行うことが重要です。
○すでに地域で活動している団体などと連携して
いくことで、本地区と周辺地域の持続的な活性
化を図ることが期待されます。

本地区のポテンシャルを活用したグリーンインフラ・脱炭素への取組

○本市では、気候変動への適応策としての雨水の浸透・貯留、ヒートアイランド現象の緩和、良好な景
観形成など、⾃然環境が有する機能を社会における様々な課題解決に活⽤する、持続可能で魅力ある
グリーンインフラの視点でのまちづくりを推進しています。
【例】ポテンシャルを活用したグリーンインフラ、緩やかな起伏を有した現在の地形を活かしたまちづくりなど
○2050年までの脱炭素化「Zero Carbon Yokohama」の実現に向け、市民や事業者等と連携した「環境
と経済の好循環の創出」につながる取組を進め、脱炭素を通じて更なる都市の成長につなげます。
○民間事業者の計画において、公共がつくるインフラ像を超えて、新たに緑や農等を介して公共空間と、
民有地や生活空間がつながる、国際園芸博覧会で培った、人々の営みに根ざした身近なインフラとし
てのデザインやネットワークづくり、脱炭素の先進的な取り組みを進めることが期待されます。

○デザインノートは上位計画のもと作成しています。
「横浜市中期計画」、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」、
「横浜市都市計画マスタープラン・区プラン（瀬谷区・旭区）」、
「米軍施設返還跡地利用指針」

○地権者との意見交換や、市民意見募集等を踏まえて、まちづくりの方針や土地
利用の考え方を「旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画（2020年３月策定）」と
して取りまとめ、これに基づいて新たなまちづくりの検討を進めています。

■ご意見
記入にあたっては具体的なページや項目名など、どの

部分に関連する意見かが分かるようにご記入ください。
（例：P.○○の○○について、～～）

民有地道路

人の滞留・緑化など道路の多様な機能
共存道路と沿道の

民有地境界部
で一体的な
歩行者空間を
形成

● 記憶に残る景観の創出

● 機能集積・賑わい誘導

●農業振興地区への配慮

●外観・外構計画

観光・賑わい
地区

本編 P.8～p.11
本編 P.13～p.17

市域・周辺地域での災害対応力の強化

○幹線道路との近接性等を活かし、大規模災害時
に市外からの広域的な物的支援等を円滑に受け
入れ市内に展開する、新たな中核的拠点機能が
期待され、周辺地域を含めた防災力を高めるこ
とが求められます。
○各地区の機能、地域・
民間・行政の連携によ
り広域的防災拠点として
の力が発揮され、災害に
強い安全・安心なまちづ
くりの推進に重要な役割を
果たすことが期待されます。

【歩行者ネットワークの概念図】 【中核的な広域的防災拠点機能のイメージ図】

公園基本計画（案）
ＷＥＢページ

旧上瀬谷通信施設公園基本計画 🔍🔍

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kamiseya.html
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※本デザインノート中、薄い青地の背景の項目は既存計画等の紹介になっております。



はじめに ～旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザインノートとは～

【旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザインノートの位置付け】

旧上瀬谷通信施設土地利用
基本計画デザインノート

整合

整合

【関連計画等】
「横浜都市農業推進プラン2019-2023」
「横浜市水と緑の基本計画」
「横浜市地球温暖化対策実行計画」
「横浜市環境管理計画」
「(仮称)旧上瀬谷通信施設公園基本計画(案)」
「旧上瀬通信施設地区新たな桜の名所

づくりに向けた基本計画」

公募地区
募集要項

「旧上瀬谷通信施設における
国際園芸博覧会基本構想案」

「2027年国際園芸博覧会基本計画案」

有識者・市民からの意見等

連動

【上位計画】
「横浜市中期計画」
「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」
「横浜市都市計画マスタープラン・区プラン（瀬谷区、旭区）」
「米軍施設返還跡地利用指針」
「旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画」

今回 整合

【対象区域】

旧上瀬谷通信施設は、2015（平成27）年6月に返還
された米軍施設跡地であり、民有地、国有地、市有地
をあわせ、約242ヘクタールに及ぶ首都圏においても
大変貴重な広大な土地です。
旧上瀬谷通信施設地区(以下「本地区」)において、

国際園芸博覧会の開催を契機として、豊かな環境と共
生した新たな活性化拠点を形成するなど、郊外部の新
たな価値を創造し、横浜の未来につながるまちづくり
を進めます。
そこで、2020（令和2）年３月に策定した「旧上瀬

谷通信施設土地利用基本計画」をより具体化し、「観
光・賑わい地区」の事業者公募において、「地区全体
で目指す姿」を提案者にメッセージとして示すことで、
質の高い提案を引き出し、より良い土地利用を誘導す
ることを目的として、「旧上瀬谷通信施設土地利用基
本計画デザインノート」（以下「デザインノート」）
を策定します。

█ デザインノートとは

旧上瀬谷通信施設
土地利用基本計画
デザインノート

今回策定

【今後の流れ】

旧上瀬谷通信施設
土地利用基本計画

デザインプラン（仮称）

旧上瀬谷通信施設地区
の新たなまちづくり

公
募
・
選
定

2



１ 旧上瀬谷通信施設地区の新たなまちづくり

旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画（2020年3月策定）

●横浜市の旧上瀬谷通信施設地区におけるまちづくりの考え方
• 人や企業が集うことによる横浜経済の更なる活性化
• 自然をいかした魅力あふれるまちの実現
• 活力ある都市農業の展開
• グリーンインフラの活用
• 市民生活や経済活動を支える都市基盤施設の整備
• 災害に強い都市づくり

●まちづくりテーマ
郊外部の新たな活性化拠点の形成〜みらいまで広げるヒト・モノ・コトの行き交うまち〜

●方針 1 多様な交流による、賑わいと活気のあるまち
2 活力ある都市農業と緑をいかした魅力あるまち
3 将来にわたり、安全安心で、利便性の高いまち

本地区は、「横浜市中期計画」、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」、「横浜市都市計画マス
タープラン・区プラン（瀬谷区・旭区）」、「米軍施設返還跡地利用指針」といった上位計画において位置付
けられています。
また、地権者との意見交換や、市民意見募集等を踏まえて、まちづくりの方針や土地利用の考え方を「旧上

瀬谷通信施設土地利用基本計画（2020年３月策定）」として取りまとめ、これに基づいて新たなまちづくり
の検討を進めています。

農業振興地区

賑わい施設などと連携した農産物の収穫体験や、滞在しなが
ら農の魅力を味わう農体験、ICTなどを活用した質の高い農
産物の安定生産と直売等による「収益性の高い農業」の展開、
大学と連携した農業技術の研究など、他の地域へも波及する
新たな都市農業モデルとなる拠点を形成します。

観光・賑わい地区

テーマパークを核とした複合的な集客施設が立地し、国内外
から人を呼び込む観光と賑わいの拠点を形成します。

物流地区
東名高速道路や保土ヶ谷バイパスなどの広域的な幹線道路と
の近接性をいかし、新技術を活用した効率的な国内物流を展
開する新たな拠点を形成します。

公園・防災地区

国際園芸博覧会のレガシーを継承する公園や災害時における
広域的な防災拠点（消防・警察・自衛隊などの受入に必要な
広域応援活動拠点としての施設・機能や広域避難場所として
の機能）などを形成します。

物流地区

観光・賑わい地区

農業振興
地区

公園・防災地区 農業振興
地区

【横浜市webサイト「旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画」】
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kihonkeikaku.html

【土地利用計画図（2022年５月時点）】

█ 上位計画における本地区の位置付け

3

※ゾーン表記を地区表記に時点修正しています

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/kihonkeikaku.html


関連計画 本地区のまちづくりに合わせた主な基盤整備（2022年12月時点）

コラム 2027年国際園芸博覧会
●名称 ２０２７年国際園芸博覧会
●テーマ 幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～
●サブテーマ 自然との調和 Co-adaptation / 緑や農による共存 Co-existence

新産業の創出 Co-creation / 連携による解決 Co-operation
●会場 旧上瀬谷通信施設
●開催期間 2027年３月19日(金)～９月26日(日)
●参加者数 1,500万人

・地域連携や ICT（情報通信技術活用などの多様な参加形態を含む）
・有料来場者数：1,000万人以上

●博覧会区域 約100ha
●開催者 一般社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会

▲博覧会会場イメージ
（（一社）２０２７年国際園芸博覧会協会提供）

【一般社団法人2027年国際園芸博覧会協会webサイト】
https://expo2027yokohama.or.jp/

将来の交通需要に対応するため、道路の機能強化や新た
な交通の導入により、交通ネットワーク全体で交通量を適
切に分担することにより、利便性の向上や道路混雑の抑制
を図ります。
●主な道路整備
土地区画整理事業区域内では、環状４号線の拡幅整備や

環状４号線を補完する地区内幹線街路（区画１号線～３号
線）を整備します。
また、周辺道路について、国道16号線（八王子街道）の

拡幅整備及び瀬谷地内線、三ツ境下草柳線の整備を進めて
います。
●新たなインターチェンジ
東名高速道路と直結する新たなインターチェンジについ

て、具体的な検討を進めています。
●新たな交通
瀬谷駅を起点とした定時性、安定性が確保できる新たな

交通の導入に向けた検討を進めています。

【旧上瀬谷通信施設 webサイト】
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-
kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/

2027年国際園芸博覧会は、国際的な園芸文化の普及や花と緑のあふれる暮らし、地域・経済の創造や社会的
な課題解決への貢献を目的に、横浜の旧上瀬谷通信施設で開催されます。
この国際園芸博覧会は、国際園芸家協会（AIPH）の承認を受けており、2022年６月には博覧会国際事務局

（BIE）へ認定博の申請を行いました。11月にBIEからの認定を受け、最高位のA1クラスとして開催される国際
的な博覧会です。

4

※国際園芸博覧会のレガシー等の計画については、『2027年国際園芸博覧会基本計画案』をご覧ください。

https://expo2027yokohama.or.jp/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/


豊かな自然環境
• 豊かな水や緑が融合する自然環境を
有した地形。

• 本地区の南東側には、瀬谷市民の森、
上川井市民の森等が連続しており、
豊かな緑が広がっている。

広々とした農地景観
• 農業専用地区としては本市でも有数
の規模、広大な農景観を有している。

• 露地野菜、植木、果樹や本地区なら
ではの特産品の栽培など、多様な農
業が営まれている。

２ 現在の旧上瀬谷通信施設地区のポテンシャル

農業

自然

立地
広大な土地と広域的なアクセスの優位性
• 首都圏でも貴重な広大な土地。
• 相模鉄道本線の瀬谷駅から約２km、
東急田園都市線南町田グランベリー
パーク駅から約４㎞、JR横浜線十日
市場、長津田駅から約５㎞に位置し、
東名高速道路や保土ケ谷バイパスに
近接しており、広域での交通利便性
の高い地区。

• 多くの商圏人口を抱えている。

海軍道路（環状４号線）の桜は、毎年の樹木医診断の結果を踏まえ、直近10
年で平均して毎年20本程度を撤去せざるを得ないなど、年々老木化が進んでい
る状況にあります。
このため、2027年国際園芸博覧会や、旧上瀬谷通信施設地区の新たなまちづ

くりをきっかけとして、自然との調和を次の世代に繋げていくという考え方か
ら、桜をしっかりと再生していく必要があると考えています。
これまで検討を進めてきた、「海軍道路の桜並木に関する懇談会」の検討

結果や「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（案）」、「市民意見募集
の結果」等も踏まえて、『新たな桜の名所づくりに向けた基本計画』を策定
しました。

コラム 新たな桜の名所づくりに向けた基本計画について（2022年10月策定）

【本地区周辺のポテンシャル等】

【webサイト掲載の基本計画】

█ 旧上瀬谷通信施設地区の現況

【旧上瀬谷通信施設地区の新たな桜の名所づくりについて webサイト】
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-
kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/default20210315.html
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https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/jokyo/sonota/kamiseya/default20210315.html


旧上瀬谷通信施設地区のポテンシャル

本地区の持つ自然環境を受け継ぎ、
必要な機能を付加し再構築して価値を高める

ポテンシャルを活かした新しい価値を生み出す

・緑の10大拠点としての緑を活かした、
グリーンインフラ※

・既存木の活用などを踏まえた緑量の確保
・現在の地形を活かした景観形成
・農業を受け継ぐ、営農空間（農業のある風景）
・国際園芸博覧会のレガシーを活かした、

花と緑を通じた賑わいの創出

継承する価値 新たにつくる価値

・地域資源と融合した次世代に向けた観光賑わい施設
・まちと支えあう高付加価値な物流拠点
・激甚化する災害にも対応できる防災機能を持つ公園
・まとまりのある農業専用地区の特性を活かした

新たな都市農業
・各地区に新しい機能を誘導し

地区間相互の相乗効果をもたらす
・国際園芸博覧会の取組を通じた先端技術等による、

SDGsの達成やグリーン社会の実現

農業自然 立地

旧上瀬谷通信施設地区の価値を最大化する
郊外部の新たな活性化拠点

３ 旧上瀬谷通信施設地区のデザインの考え方

まちづくりによって「ポテンシャル」を高め、
旧上瀬谷通信施設地区の価値を最大化することで

豊かな環境を活かした郊外部の新たな活性化拠点を形成する
本地区の持つ、首都圏に近い広大な土地、交通利便性の高さといったポテンシャルを活かし新しい機能を誘導する

とともに、農や緑といった自然環境を次世代へつないでいき、形を変えながらも価値を継承し、本地区のポテンシャ
ルを最大限に活かすことで、これらをもとに新たな「持続可能な都市モデル」を創出していきます。

【新たな活性化拠点について】
●都心臨海部との相乗効果を図り、横浜市全体の活性化を促す郊外部の新たな活性化拠点
これまで、市内各地でまちづくりが進められてきましたが、特に交通・経済・物流・観光の中心としての発

信が強かったのが都心臨海部です。
本地区でのまちづくりでは、身近な自然や良好な環境、個性を活かしたまちづくりを進めるとともに、豊か

な環境を活かした新たな郊外部の活性化拠点として市内に留まらず全国へ横浜の持つ魅力の幅広さを発信する
ことが期待されます。
それにより、都心臨海部での経済活動やまちづくりとの相乗効果を生みつつ、多くの人の「横浜に行きた

い」、「働きたい」、「住みたい」という行動を促進するとともに、横浜市全体のプレゼンス向上を図ること
が期待されます。

█ 旧上瀬谷通信施設地区の価値を最大化するデザイン
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※グリーンインフラ：自然環境が有
する機能を社会における様々な課
題解決に活用しようとする考え方



コラム 旧上瀬谷通信施設地区と国際園芸博覧会を契機として実現する「グリーンシティ」

本市では、これまで全国に先駆けた公園愛護会・市民の森等の制度の導入による横浜の市民力を発揮した官民協働
の取組、さらに横浜みどりアップ計画や、全国都市緑化よこはまフェアを契機に、目指す都市の姿として「ガーデン
シティ横浜」を掲げ、市民・企業・公的機関が一丸となった様々な取組を展開しています。
また、2050年までの脱炭素化「Zero Carbon Yokohama」の実現に向けて、市民や事業者等と連携した取組を意欲

的に進め、脱炭素を通じて更なる都市の成長につなげていくとしています。
国際園芸博覧会（2027年予定）の開催を機に、都市生活が自然と共にある未来について、市民・民間企業・行政が

共に考え、行動を起こし、アイデアを形にする取組を展開することにより、先導的な「グリーンシティ」を日本・横
浜から世界へ発信していきます。

【旧上瀬谷通信施設地区及び周辺への効果】
●自然環境への効果
本地区のまちづくりを通して、グリーンインフラを

活用することにより、地区の内外に広がる緑の10大拠
点としての環境が継承されていくことが期待されます。
また、調整池の整備により治水機能を確保したうえ

で、グリーンインフラの導入により水源機能の継承を
図ります。

●地域経済への効果
観光・賑わい地区のテーマパークを核とした複合的

な集客施設の整備、物流地区における物流施設の整備、
また農業振興地区における先端的な技術の導入、国際
園芸博覧会のレガシーを継承した公園の整備等、次世
代に向けた土地利用を行うことにより、交流人口の増
加や、新たな雇用の創出、さらには、周辺での将来的
な定住人口の増加を図ることで、地域経済への波及・
発展が期待されます。
●地域社会・コミュニティへの効果
土地利用の異なる４つの地区が相互に連携してまちづ

くりを進めることで、地区内の活性化だけでなく、地区
周辺も含めた利便性・防災性の向上や、身近な自然や賑
わいの創出など、暮らしのウェルビーイング（※）を高
め、好影響を及ぼすことが期待されます。

●まちへの誇りや愛着の醸成
持続可能な活性化拠点となるよう、エリアマネジメ

ント等により、地区内だけでなく、周辺住民をはじめ
とする市民の関心を、新しいライフスタイルの発信など
で高め、積極的に関与する機会をつくることで、まち
への誇りや愛着の醸成につながることが期待されます。

【広域的な効果】
●全国からの物資・来街者・情報が行き交う
大規模な物流・賑わい拠点
本地区において、物流施設の整備やテーマパーク

を核とした複合的な集客施設の整備が計画されてい
ます。これらは首都圏でも大規模かつ先進的施設と
なることが想定されるため、横浜市内にとどまらず、
全国からのヒト・モノ・コトが行き交う一大拠点と
なることが期待されます。

●先進的な取組を誘導し
新たな持続可能な都市モデルとしての発信拠点
国際園芸博覧会を契機とし、本地区で新たな郊外部

の活性化拠点が形成されることで、ここに集結した情
報・エネルギー・脱炭素・環境負荷低減等の各分野に
おける最先端技術を活用した新たな取組の創出が期待
されます。
このような取組を通じて新しい技術を創出し、その

情報が発信されることにより、横浜・本地区への注目
を国内外から集めることが期待されます。

※ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良好な
状態にあることを意味する概念

█ 旧上瀬谷通信施設地区のまちづくりに期待される効果

―「グリーンシティ」とは、AIPH が提唱する、緑地を都市に融合させ、自然と人工環境
を統合することにより、よりよい生活と経済活動を可能とする都市像です―
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出典：２０２７年国際園芸博覧会基本計画案

技術・情報の発信

注目・人の流れ



国際園芸博覧会の開催を契機とし、本地区全体のまちづくりのテーマ「郊外部の新たな活性化拠点の形成」
を目指し、郊外部の新たな価値を創造し、横浜の未来につながるまちづくりを行うために、方針を理解したう
えで、共通のデザインテーマに取り組むことが重要です。
ここでは、本市が考える、事業者等にも取り組んでいただきたいデザインテーマを5つ挙げるとともに、地域

として、継続的に活動するための取組について示します。

本市では、気候変動への適応策としての雨水の浸透・貯留、ヒートアイランド現象の緩和や良好な景観形成、
生物多様性保全、さらには人々が交流し活動する場など、⾃然環境が有する機能を社会における様々な課題解
決に活⽤する、持続可能で魅力あるグリーンインフラの視点でのまちづくりを推進しています。また、2050年
までの脱炭素化「Zero Carbon Yokohama」の実現に向けて、市民や事業者等と連携した「環境と経済の好循
環の創出」につながる取組を意欲的に進め、脱炭素を通じて更なる都市の成長につなげていきます。
民間事業者の計画においては、公共がつくるインフラ像を超えて、新たに緑や農等を介して公共空間と、民

有地や生活空間がつながる、国際園芸博覧会で培った、人々の営みに根ざした身近なインフラとしてのデザイ
ンやネットワークづくり、脱炭素の先進的な取り組みを進めることが期待されます。

１

４ 地区全体で取り組むデザインテーマ

まちづくりテーマ 郊外部の新たな活性化拠点の形成〜みらいまで広げるヒト・モノ・コトの行き交うまち〜
方針 1 多様な交流による、賑わいと活気のあるまち

2 活力ある都市農業と緑をいかした魅力あるまち
3 将来にわたり、安全安心で、利便性の高いまち

旧上瀬谷通信施設地区のポテンシャルを活用した
グリーンインフラ・脱炭素への取組
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グリーン
インフラ

脱炭素

旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画（2020年3月策定）

 瀬谷市民の森等との連続性に配慮した公園・防災地区、農業振興地区に、本地区の自然環境を継
承するなど、ポテンシャルを最大限活用したまとまりのあるグリーンインフラを形成する

 街路樹とつながり、一体となった緑空間を創出する
 公園区域を中心に、まとまりのある樹林や、谷戸地形、水系、生息する生物といった環境要素をで
きる限り活用し、自然との共生の場、自然を通じたコミュニティ形成の場の基盤として活用する

 緩やかな起伏を有した現在の地形を活かしたまちづくり
 継承する自然環境のポテンシャルを活用しながら、来街者のみならず周辺住民にとっても快適で
安全・安心な、魅力ある施設づくりを行う

 観光・賑わい地区、物流地区においても、雨水浸透機能などの防災・減災につながる流域対策や
ウェルビーイングな空間づくりなど、自然環境が持つ多様な機能を生かす取組を推進する

 太陽光などの再生可能エネルギーの導入やエネルギーマネジメント等により2050年脱炭素社会
の実現を目指す

 再生可能エネルギーを活用した電動車等の採用により、地区内の回遊や施設への輸送等における
温室効果ガス削減を図る

 建築物の省エネ化、エネルギー使用量や環境負荷の低減に努める
 廃棄物の発生抑制も含め、ライフサイクルエネルギー（製品の製造から廃棄過程までに消費する
エネルギー）の削減を図る

 脱炭素社会、循環型社会、自然共生社会の統合モデルとなる取組の推進を図る



【歩行者ネットワークの概念図】

●区域内の地区間をつなぐ道路空間

道路空間は多くの人が利用し、本地区のイメージ形成に
も寄与する景観の軸でもあります。公共と沿道の民間が協
力し、快適で魅力的な歩行者空間が形成されることが期待
されます。

●区域外の地域の施設や緑豊かな市民の森等をつなぐ
歩行者・自転車ネットワーク

本地区は区域外の様々な地域資源をつなぐネットワーク
の一部として重要な役割を担います。
歩きたくなる景観・環境や、自転車の利用しやすい環境

づくり、周辺の住民をふくめた本地区を訪れる人々が、そ
の緑の空間や楽しさを享受できる仕組みの形成が期待され
ます。

●来街者が利用できる様々な移動手段

瀬谷駅を起点として本市が検討している新たな交通を中
心に、地区内外の事業者等が連携・協力し、様々な移動手
段を導入することで地区内外に交通のネットワークをつく
り、来街者の流動性を高め、機能の連携や新たな価値を創
出することが期待されます。

居心地がよく歩きたくなる環境と様々な交通のネットワーク２
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事例 地域と生徒が取り組む道路空間等での緑の活動 瀬谷西高校フラワーロードプロジェクト2022ほか

瀬谷西高校の生徒が、総合的な探究の時間（SEYANISHI SDGs Project）
の一環として、2027年に国際園芸博覧会が予定される瀬谷を花で盛り上げ
ることを目指し、海軍道路をはじめとした瀬谷の各所に花を咲かせる「フ
ラワーロードプロジェクト」が実施されました。
瀬谷駅から園芸博覧会の会場となる本地区をつなぐ海軍道路には、西

側の植栽桝に横浜市内産の花を植栽し道行く人の目を楽しませました。
また、旧上瀬谷通信施設のはらっぱでは、瀬谷区役所と瀬谷西高校の生

徒、上瀬谷小学校の児童が一緒に種まきを行った花畑もつくられ訪れる人
の目を楽しませました。

【移動手段イメージ】
シェアサイクル 電動車いす

自動運転車両 提供：東急㈱



土地利用の異なる４つの地区が連携してまちづくりを進めていく中では、地区間のつながりを創出する境界
のデザインを丁寧に進めることが重要です。

ポイント
●道路空間と一体となった景観及び歩行者空間を形成
道路空間と沿道の敷地境界部の緑地等のデザイン、沿道の施設の機能・設えなどと合わせて、
各地区はもとより地区全体として一貫性のある魅力的な景観を創る。

●相対する地区から見た時の境界部のデザイン
観光・賑わい地区、農業振興地区、物流地区と公園・防災地区など、相対する地区の景観に影
響を与える外縁部のデザインを、お互いに工夫する。

●グリーンインフラのネットワークとして多面的な機能を創出
道路およびその沿道のまとまりのある緑地等を、雨水浸透や生物の生息などグリーンインフラ
のネットワークとしてとらえて、様々な機能を持たせることを検討する。

ポイント

ポイント

民有地 道路民有地農地 道路

大規模施設の
圧迫感を軽減

営農環境への影響に配慮
した敷地・施設

環境に配慮した外構

民有地道路

のり面を活かした緑化

民有地 道路

民有地道路

人の滞留・緑化など道路の多様な機能共存
建造物低層部を含む地上部の

魅力・快適性向上

民有地 道路

公共空間と民有地の一体的なマネジメン
トによる魅力創出

道路と沿道の民有地境界部で一体的な歩
行者空間を形成

建物のボリュームの工夫による営農環境
への配慮

建物のデザインの工夫による圧迫感の軽
減や環境との調和

視線を遮るような緩衝帯をつくることで、
民有地側の世界観を守りながら、歩行者
空間の魅力を向上

のり面を活かして
立体的に緑のボリュームを演出

公民連携による境界のデザイン３

10

【キーワード】
のり面等を活かした立体
的に緑視率が高まる工夫
／風の道、クールスポッ
ト／緑を活用した敷地・
建物の外構デザイン／雨
水浸透・レインガーデン

【キーワード】
景観に配慮した統一感のあ
るサイン／敷地境界部のま
とまりのある緑地デザイン
による他地区からの視点へ
の配慮／駐車場や建物裏側
での植栽帯や壁面緑化によ
る沿道からの視線への配慮
／建物デザインの工夫（色
彩、分節、緑化等）による
大規模施設の圧迫感軽減

【キーワード】
公共空間と接する民有地
のオープンスペース化に
よる賑わいの創出／ベン
チ、イベントスペース、
街路樹・植栽の整備／民
有地と道路の一体的な利
用



●地区全体としてのデザインテーマへの取組と継続

本地区では、観光・賑わい地区、農業振興地区、物流地区、公園・防災地区それぞれの地区で複数の事業が
進められることになります。これらに関わる新たな主体がそれぞれ事業を独立して行うだけではなく、地区全
体の価値向上のために相互に連携し相乗効果を発揮するためのエリアマネジメントを行うことが重要です。さ
らに、すでに地域で活動している団体などと連携していくことで、本地区と周辺地域の持続的な活性化を図る
ことが期待されます。

●地区全体のエリアブランディング

本地区では、デザインテーマへの取組を通じて、継承する価値と新たにつくる価値の融合により、本地区全
体としての価値を高め、発信することでエリアブランディングを進めます。エリアブランディングの取組を通
じて、時間の経過とともに内外への本地区の持つ価値の浸透を図り、さらなる発展につなげていくことが求め
られます。

様々な機能・事業者等により相乗効果を発揮するエリアマネジメント5
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【中核的な広域的防災拠点機能のイメージ図】

本地区では、東名高速道路及び保土ケ谷バイパスなどの広域的な幹線道路との近接性や、広大かつ平坦な地
形を活かし、大規模災害時における市内被災者の救出・救助のため、市外・県外からの広域的な人的応援や物
的支援等を円滑に受け入れ、市内に展開する、新たな中核的拠点としての機能が期待されています。また、住
民や来街者の避難など、周辺地域を含めたエリア全体の防災力を高めていくことが必要です。
各地区に求められる機能の連携と、地域、民間及び行政の連携により、広域的防災拠点としてのポテンシャ

ルが一層発揮され、災害に強い安全・安心なまちづくりの推進に重要な役割を果たすことが期待されます。

市域・周辺地域での災害対応力の強化４

●市域・周辺地域における新たな広域的防災拠点の機能と民間事業者の協力

• 【市域】中核的な広域応援活動拠点としての機能
（応援部隊・職員への物資・燃料、宿泊施設、活動空間の提供）

• 【市域】中核的な物流拠点としての機能
（救援物資受入れ・配送に係る人的支援、車両等の提供、災害備蓄の協力）

• 【周辺地域】大規模火災時の広域避難場所としての機能
（避難しやすさ及び耐火性・延焼遮断を考慮した設計による機能強化）

• 【周辺地域】補充的避難所及び帰宅困難者一時滞在施設としての機能
（衛生的な環境、水・食料、エネルギー等の確保・提供）

応援部隊・救援物資

市内の各拠点等に展開



各地区について



テーマパークを核とした複合的な集客施設が立地し、国内外から人を呼び込み、周辺地域を含めたエリアブ
ランディングの中心的存在となる観光と賑わい拠点の形成が期待されます。
本地区のポテンシャルを活かしながら、新たな価値を生み出す次世代に向けたテーマパークや地域環境の創

出、ヒト・モノ・コトが行き交い、地域経済を活性化させ、その効果を横浜市全域や日本各地に広げる、新た
な横浜の拠点の形成が期待されます。また、本地区においては、国際園芸博覧会の開催を契機とし、まちづく
りを進めているため、そのレガシーの継承・発展も重要な要素の一つとなります。

●日本が持つ文化や技術、地域資源が融合した次世代に向けたテーマパーク
• 日本が持つ文化や技術、地域資源が融合した発信力と競争力のあるコンテンツにより、日本国内のみなら
ず海外からの来街者が見込める次世代に向けたテーマパーク

• 緑の活用によるパーク境界部のデザインにより、周辺と調和しながら地域とともに成長する魅力的な空間創出

• 相沢川周辺の風景を継承するランドスケープや水源の機能を継承する雨水浸透などの工夫

• 2050年脱炭素社会の実現に寄与する取組として、温室効果ガスの発生を抑えた移動手段や建築物の導入や、
太陽光やバイオマスなどによる再生可能エネルギーの導入、グリーンインフラの視点も取り入れた豊かな
自然環境の活用と調和

● 来街者が何度も訪れたくなる心に残る風景とエリアブランディング
• 周辺道路等からの見え方に配慮し、テーマパークに向かう人々を迎え入れ、高揚感を高める顔づくり等、
来街者が何度も訪れたくなるような心に残る風景づくり

● ヒト・モノ・コトが行き交い、経済が活性化する、新たな横浜の拠点形成
• 交通結節点（ターミナル）周辺やテーマパーク外周部などにおいて、ショップやイベントスペースを配置
し、入場者でなくてもテーマパークの雰囲気を味わえるオープンスペースの設置

• 居心地がよく歩きたくなるような海軍道路・外周道路沿いの整備などにより、本地区全体の歩行者・自転
車ネットワークの構築による回遊性向上

• 本地区や周辺地域の来街者の拡大、多くのスタッフの雇用や他地区との連携により地域経済循環を作ると
ともに、国内外からの新たな投資の喚起や民間活力を誘導した新たなイノベーションの創出などを目指し
た機能強化

• エリアマネジメントによる、本地区周辺も含めた利便性・防災性の向上や、身近な自然や賑わいの創出な
ど、周辺の暮らしのウェルビーイングを高める、持続可能で魅力的なまちづくり

● 市域・周辺地域の防災力向上に資する機能強化
• 周辺住民や来街者、災害対応に当たる職員や応援部隊、協力機関等が利用できる防災機能を持ち、地区間
連携をしながら、市域・周辺地域の防災力向上に資する機能強化をはかる

5 各地区に求めるデザインのイメージ

観光・賑わい地区は民有地、保留地が配置される予定です。事業者は公募による選定が予定されるため、事
業者公募で求める視点を中心にデザインの考え方を示します。

観光・賑わい地区１

13



● ■機能集積・賑わい誘導
交通結節点とメインとなる敷地出入口付近
・地区の顔となる設え、誰でも楽しめる賑わい施設等
のある無料ゾーンやオープンスペースと、公園等の他
地区に抜けていく通過交通の動線について考慮する。
・交通結節点に近接する機能集積や賑わい誘導のため、
高層の建物とする場合は、周辺からの見え方や、農業
振興地区へ落とす日影の影響について配慮する。

■農業振興地区への配慮
建築物の日影、夜間照明・
来街者動線等に配慮する。

●外構計画・歩行空間
他地区等からの景観、海軍
道路からの景観に配慮する。
地区内の世界観を守る場合
は、緑地などの環境に配慮
した外構等を設置する。

●交通結節点（ターミナル）
地区の玄関口としての高揚
感を高めるデザイン、海軍
道路側桜並木との調和

本地区のイメージを形成する
【桜並木の軸】

●外観・外構計画
地区内外の結節点におけ
る地区の顔となる設え外
壁や外構デザイン

●外構計画・歩行空間
観光・賑わい地区、公園・防災地区
への歩行者や車等のアプローチ動線
として配慮する。（徐々に賑わいを
感じる景観への遷移など）

● ■記憶に残る景観の創出（全体）
・地区全体のイメージを考え、建物背面を含めた地区
外からの建築物の見え方に配慮する。
・低層から中層(高さ20ｍ以内)を原則高さとする。
一方、何度も訪れたくなるような魅力ある象徴的な景
観形成のため、一部原則高さを超える箇所については、
周辺からの見え方に配慮する。

●外観・外構計画
・公園・防災地区との境界と
しての景観に配慮する。
・災害協力時などの大型車両
の動線、幅員等へ配慮する。

観光・賑わい地区

【観光・賑わい地区の方向性】

事例 周辺環境や景観への配慮
南町田グランベリーパーク

南町田グランベリーパークは、東急田園都市線「南町田グランベリーパーク駅（2019年10月改称）」周辺地
区で、町田市と東急㈱が連携・共同し、都市基盤、都市公園、商業施設、都市型住宅などを、一体的に再整備・
再構築し「新しい暮らしの拠点」を創り出すプロジェクトとして実施され、2019年11月にまちびらきとなった。

みどり・回遊・交流・にぎわいをコンセプトにした、駅
直結の都市公園・商業施設の融合的な施設整備・運営と、
両者をつなぐ位置に融合ゾーンを形成している。
また、駅、商業施設、鶴間公園、境川などをつなぐ歩行

者ネットワークを構築することで、にぎわいの創出、回遊
性の向上を図っている。
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●外観・外構計画
地区内外の結節点における
地区の顔となる設え外壁や
外構デザイン

提供：町田市・東急㈱

国内外から人を呼び込み、周辺地域を含めた
エリアブラディングの象徴的存在となる観光と賑わい拠点の形成



農業振興地区には、継続して農地として使われる民有地と、保留地が配置される予定です。
デザインノートでは現時点での農業振興地区の考え方を示します。

本地区は長年米軍に接収されていたため、道路舗装や建築制限等により都市農業に必要な農業生産基盤が整
備されていません。そのため、畑地かんがい施設等の整備を進め、農業振興策を行うことにより地域の農業生
産力を高めていきます。
さらに、都市と農のバランスの取れた郊外部の拠点となるまちづくりを実現させるため、これまでの歴史あ

る農業も継承しつつ、新たに大学や企業とも連携を図ることにより、新たな都市農業のモデルを確立させ、横
浜市内外への情報や技術の発信拠点を形成します。

●「持続可能な都市農業モデル」の確立を目指した多様な主体との連携
• 地域内外の様々な企業・研究機関や意欲・ノウハウ・技術のある多様な主体と連携することで、横浜に最
適化したスマート農業技術や脱炭素化に寄与する取組、小面積でも高収益化を図れる施設農業等の研究・
実証・活用を進め、成果を市内外へ発信していきます。

• 多様な連携の成果をもとに、地域単位で農業が自立することができる「持続可能な都市農業モデル」の確
立を目指します。

●周辺地区と連携した農の魅力の発信拠点の形成
• 周辺地区の賑わいを活かし、集客型農業の展開等を通じて、市民や来街者が農や食とふれあう機会を作り
出すことで、横浜市の特色ある農の魅力を広くPRしていきます。

●新規就農者や担い手の育成・支援
• 大学や企業・地区の農家等と連携し、総合的な農業技術や地域と調和できる持続可能な農業経営のノウハ
ウを学ぶ場を作ることにより、市内各地で活躍できる新規参入者等や、地域農業の核となる人材を育成し
ます。

事例 交流型農業の展開
津久井浜観光農園（神奈川県横須賀市）

津久井浜観光農園では、春のい
ちご狩り、秋のみかん狩りやいも
掘りを楽しむことができる複数
の農家の農園が集まっており、農
園によって違う品種を摘むことが
できる。
また、農園のいちごを使った無添加の手作りジャム

等も販売している。

事例 スマート農業技術

2013年にコマツ、JA小松市、小松市が、6次産業化
促進や農業技術と農業人材の育成等をテーマとする
連携協定を締結。その一環として、小松とまとハウ
ス栽培のICT化事業として、トマトのハウス栽培にお
ける温度や湿度、日照量、炭酸ガス量などの環境
データを収集・蓄積し、それを分析してノウハウを
抽出。農家の栽培技術の底上げを図るとともに、生
産のマニュアル化を推進し、収量と品質の向上を目
指している。

農業振興地区２
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こまつ・アグリウェイプロジェクト（石川県小松市）

提供：津久井浜観光農園



物流地区は民有地が配置される予定です。
デザインノートでは現時点での物流地区の考え方を示します。

物流地区３
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東名高速道路や保土ケ谷バイパスなどの広域的な幹線道路との近接性をいかし、新たな技術を活用した効率
的な国内物流を展開する基幹物流拠点の形成が期待されます。
他地域の基幹物流拠点とのネットワークを形成し、本市で検討中の新たなインターチェンジにより東名高速

道路と直結することで物流輸送の効率化を図るだけでなく、導入される物流機能については、自動運転トラッ
クや後続車無人隊列走行等の次世代モビリティへの対応を行うことで、深刻な物流業界の人手不足の解決にも
貢献することが期待されます。
自動車交通として、物流関係以外の来街者にとっても入口に位置する地区であるため、まとまりのある緑量

を確保し、視認性の高い緑化の効果的な配置により緑豊かな風景を再構築することが望まれます。また、物流
施設の敷地の一部を市民が利用できる設えにすることで、周辺の住環境と調和を図ることや、物流施設におい
ては、長大感や圧迫感を軽減しつつ、来街者を迎え入れる位置にあることを意識した建物デザインや配置とす
ることが期待されます。
次に掲げる要素も備えた基幹物流拠点が立地できる建物高さや容積率について、周辺地域道路への交通量や

景観も考慮しつつ、都市計画に定めていくよう検討していきます。

●まちと支え合う次世代物流拠点の形成
• 郊外部の新たな活性化拠点として、「働く場所」以外にも様々な機能を地域とシェアし、まちと支え合い、
地域に愛される次世代物流拠点の形成することが期待されます。

●高付加価値な新たな物流の実現
• アクセス性や最新のテクノロジーを導入した物流施設であることに加え、これからの横浜経済の発展に寄
与する「新しいモノ・コト」を生み出すチャレンジを継続していくことが求められます。

●周辺や環境に配慮したグリーンインフラ・脱炭素への取組
• グリーンインフラの実装において、緑量確保のための、緑空間創出や、建築物の敷地や壁面緑化などの計
画が期待されます。下流の浸水被害の軽減策として、透水性・保水性舗装の採用、雨水浸透桝等の活用等、
雨水貯留・浸透を進めつつ、流出抑制に配慮することが望まれます。また、再生可能エネルギーの導入等、
2050年脱炭素社会の実現に寄与する取組が期待されます。

●災害時の円滑・確実な物流
• 災害時にも物流機能が維持されるとともに、救援物資の受け入れや配送等、公的な物流機能、地域の一時
的な避難場所や広域応援活動拠点との連携を担うことも期待されます。



瀬谷市民の森などと一体となった緑の10大拠点「川井・矢指・上瀬谷地区」の一部であるとともに、国際園芸
博覧会のレガシーを継承・発信する拠点として、魅力的な水と緑の環境を整備していきます。また上瀬谷の記憶
とともに次世代に引き継ぐ新たな緑を創出し、花や農をテーマに多様なライフスタイルを実践発信できる自然レ
クリエーション空間とします。広大・平坦な土地と広域的な交通利便性を活かし、広域応援活動拠点や広域避難
場所としての機能を形成します。

公園・防災地区については、「(仮称)旧上瀬谷通信施設公園基本計画(案)」における公園計画について、下記
に示します。

公園・防災地区４
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公園 「みどり」で広がる暮らしの風景」を基本テーマに、花と緑、農、水の風景が広がる上瀬谷で、
「みどり」とともにある持続可能で多様なライフスタイルを実践・発信するとしています。
公園整備の8つの方針として、「つくる」「つかう たのしむ」「たかめる」の3つの視点から取組
を進めていくとします。

【つくる：花と緑、農、水の風景が広がる上瀬谷の環境基盤の創出】
●上瀬谷の「緑」と「水」を基調とした公園
・上瀬谷の原風景である農景観や、米軍施設の跡地という独自の歴史性により残された自然をいかした緑
豊かな公園とします。

●グリーンインフラの展開と緑の多面的機能の発信
・グリーンインフラの導入によって自然が持つ多様な機能を発信し、気候変動に適応した新たなモデルと
なる公園とします。

●防災・減災に資する公園
・できる限りまとまったオープンスペースを確保することで、災害時には「広域応援活動拠点」や、地域
の避難場所として防災機能を発揮するとともに、グリーンインフラの効果による防災・減災機能も発揮
できる公園とします。

【つかう たのしむ：「みどり」とともにある持続可能で多様なライフスタイルの展開】
●「農」と持続可能なライフスタイルの融合
・農体験ができる場の創出など、上瀬谷の農と持続可能なライフスタイルが融合し実践する公園とします。
●多様な主体が参画し、様々な楽しみ方を引き出せる公園
・市民や企業、周辺まちづくりなどと連携し、地域の祭りや広域的なイベント、スポーツやレクリエー
ション、公園の維持管理など、様々な場面で多様な主体が参加・運営することができる公園とします。

●四季を通じて楽しみながら自然と触れ合う心地よさや喜びを感じられる公園
・豊かな自然環境の中で、自然とともにある心地よさや喜びを感じながら、自然体験や環境学習などが行
える公園とします。

【たかめる：多様な主体と連携し緑の機能を高める取組・パークマネジメントを展開】
●国際園芸博覧会のレガシーの継承・発信拠点
・園芸博の跡地にできる記念公園として、
花き園芸・農に関する取組、SDGｓの実
現やSociety5.0、カーボンニュートラル
の推進等の園芸博の理念や取組などを継
承していく公園とします。

●公民連携による質の高いサービスの提供
・民間活力の導入により、公園の利便性向
上と賑わいを創出する機能を配置します。
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